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四方より　花吹き入れて　におの海
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松尾芭蕉

凧　きのうの空の　ありどころ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　与謝蕪村

赤い椿　白い椿と　落ちにけり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河東碧梧桐

春風や　仏を刻む　かんな屑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大谷句仏

 

 

  し   ほう　　　　　　　 はな  ふ　　　  い　　　　　　　　　　　　　　  うみ

いかのぼり　　　　　　　　　　そら

 あか　　 つばき　　 しろ　　 つばき　　　　　お

 はる かぜ　　　　  ほとけ　　 きざ　　　　　　　　　　　　くず

まつ  お　 ば しょう

 よ   さ    ぶ  そん

かわひがしへき ご   どう

おお たに  く  ぶつ

俳　句俳　句
2年目

ステップ12
音
おん せ い

声はこちら
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四字熟語四字熟語2年目
ステップ12

てき  ざい てき しょ

りゅう とう   だ    び

  む  げいたい しょく

れん せんれん しょう

 のうりょく　　おう　　　　　ち    い　　　  し  ごと

 はじ　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　お

  た　　　　　　　　　　 い  がい　　  なん

  か　　   つづ　　　　　 ま

 

 

適材適所　
　能力に応じた地位や仕事につける。

竜頭蛇尾
　初めはいきおいがあるが、終わりがふるわない。

無芸大食
　食べること以外に何のとりえもない。

連戦連勝
　勝ち続けて負けしらず。

音
おん せ い

声はこちら



3

う　たう　た
2年目

ステップ12

 

　《日銀のうた》

硬貨を作るは　財務省　　紙幣を作るは　日本銀行　

日本銀行は　政府の銀行　金融機関の銀行です

通貨量の調整　景気を調整　金融政策をおこなうよ

銀行に　お金を貸すときの金利を　政策金利

政策金利を上げると　通貨量減少　景気を抑制

政策金利を下げると　通貨量増加　景気を刺激

 

  こう  か　　　 つく　　　　　　　ざい  む  しょう　　　　　し  へい　　  つく　　　　　　　にっ ぽん ぎん こう

  にっ ぽん ぎん こう　　　　  せい   ふ　　  ぎん こう　　  きん ゆう  き  かん　　 ぎん こう

  つう  か  りょう　   ちょうせい　　 けい  き　　  ちょうせい　　 きん ゆう せい さく

 ぎん こう　　　　　　　かね　　    か　　　　　　　　　　きん  り　　　　　 せい さく きん  り

  せい さく きん  り　　  　あ　　　　　　　　　　つう  か  りょうげんしょう　　 けい  き　　   よく せい

  せい さく きん  り　　  　さ　　　　　　　　　　つう  か  りょうぞう  か　　   けい  き　　     し  げき

　　　　　   にち  ぎん

音
おん せ い

声はこちら
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ことわざことわざ2年目
ステップ12

てつ　　  あつ　　　　　　　　　   う

そで   ふ　　　　　　　　　　 た   しょう　　 えん

となり　　しば  ふ　　    あお

はや   お　　　　　 さん もん　　   とく

ろん  ご     よ　　　　　 ろん    ご    し 

 わか　　　　　　　　　 たんれん　　　　　　　　　　　  もの ごと　　 おこな　　うえ　　  てき せつ

　　　じ　 き　　   のが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で　 き　　　にん げんかん けい

　　  たい せつ

  た  にん　　　　　　　　　 なん　　　　　　　　　  み

 はや  お　　　　　　　　　　 よ

 ほん　　 こと  ば　　　  り  かい　　　　　　　　　　　　　　　　じっ こう　　　　　　　　　 ひと

　　  こと

 

鉄は熱いうちに打て
　若いうちに鍛錬すること。物事を行う上で適切
　な時期を逃してはならない。

袖振りあうも多生の縁
　ふとしたきっかけで出来た人間関係というもの
　は大切にすべきであるということ。

隣の芝生は青い
　他人のものは何でもよく見えるということ。

早起きは三文の徳
　早起きすると良いことがあるということ。

論語読みの論語知らず
　本の言葉を理解するばかりで、実行できない人
　の事。

音
おん せ い

声はこちら
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動物の声動物の声
2年目

ステップ12

 

 

ト ラ

ピューマ

ライオン

ワ ニ

音
おん せ い

声はこちら
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百人一首百人一首
2年目

ステップ12
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音
おん せ い

声はこちら


